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景
気
の
低
迷
、
消
費
の
落
ち
込
み
、

雇
用
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
地
方
財
政

は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
の
財
政
は
、
施
策
の
経
費
に
充

当
可
能
な
特
定
財
源
の
み
な
ら
ず
、
一

般
財
源
の
確
保
も
非
常
に
厳
し
い
状
況

で
す
。
普
通
交
付
税
お
よ
び
地
方
特
例

交
付
金
は
、
若
干
の
増
額
が
見
込
ま
れ

ま
す
が
、
国
庫
補
助
金
・
負
担
金
、
各

種
交
付
金
は
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革

に
よ
り
減
額
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
財
政
需
要
は
年
々
拡
大
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
少
子
高

齢
化
や
障
害
者
福
祉
対
策
を
中
心
と
す

る
福
祉
施
策
関
連
の
経
費
増
加
、
学
校

施
設
や
役
場
庁
舎
な
ど
既
存
施
設
の
老

朽
化
、
耐
震
化
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
で
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、

平
成
21
年
度
は
、
『
毛
呂
山
町
行
財
政
集

中
改
革
プ
ラ
ン
』
な
ど
に
基
づ
き
、
既
存

の
事
業
お
よ
び
経
費
を
引
き
続
き
見
直
し

ま
す
。
ま
た
、
『
第
四
次
毛
呂
山
町
総
合

振
興
計
画
基
本
構
想
』
で
目
標
に
掲
げ
ら

れ
た
「
安
心
と
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

基
本
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

　

目
白
台
循
環
バ
ス
廃
止
に
伴
う
住
民
の

交
通
手
段
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
10
月

か
ら
、
町
内
全
域
を
対
象
に
循
環
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。

　

納
税
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
税

を
可
能
に
し
ま
す
。
取
扱
税
目
は
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
、
住
民
税
お
よ
び
国

民
健
康
保
険
税
の
４
税
目
で
す
。

　

ま
た
、
役
場
一
階
町
民
ホ
ー
ル
に
住
基

カ
ー
ド
で
住
民
票
な
ど
の
交
付
が
受
け
ら

れ
る
自
動
交
付
機
を
設
置
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
方
式
を
現
行

の
４
方
式
か
ら
２
方
式
に
改
め
、
均
等

割
と
所
得
割
の
合
計
額
で
課
税
を
行
い
ま

す
。
今
回
の
改
正
は
負
担
の
均
衡
、
課
税

の
透
明
性
、
低
所
得
層
に
対
す
る
軽
減
な

ど
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
も
の
で
す
。

子
育
て
支
援
関
係
事
業　

平
成
21
年
度
か

ら
、
子
ど
も
医
療
費
の
支
給
対
象
年
齢
を

12
歳
か
ら
15
歳
ま
で
に
引
き
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
短
期
入
所
生
活
援
助
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
保
護
者
が
病
気
な
ど
の
理
由

で
、
児
童
を
養
育
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
、
児
童
を
保
護
す
る
た
め
町

内
の
児
童
養
護
施
設
に
委
託
し
、
一
時
的

に
施
設
入
所
を
行
い
保
護
で
き
る
よ
う
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　

保
育
料
の
軽
減
措
置
と
し
て
、
第
３
子

目
以
降
の
認
可
保
育
園
入
園
児
に
対
し

て
、
保
育
料
を
無
料
に
し
、
多
子
家
庭
保

護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　

「
保
育
所
等
建
築
委
員
会
」
を
発
足
し
、

新
保
育
所
建
築
お
よ
び
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
係
る
建
築
設
計
な
ど
の
内
容
を
検

討
し
て
、
町
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
施
設
の
あ
り
方
を
研
究
し
つ
つ
計
画
を

進
め
ま
す
。

　

園
児
の
安
全
を
図
る
た
め
、
若
草
保
育

園
の
園
舎
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
泉
野
小
学
校
区
新
学
童
保
育

所
新
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

教
育
行
政　

毛
呂
山
中
学
校
校
舎
の
耐
震

補
強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
北
面

の
外
壁
塗
装
工
事
を
こ
の
耐
震
補
強
工
事

と
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。
前
年
度
に
引

き
続
き
泉
野
小
学
校
の
外
壁
塗
装
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
活
動
の

場
と
し
て
、
東
公
民
館
で
勉
強
、
文
化
活

動
な
ど
を
行
う
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

小
学
校
５
・
６
年
生
を
対
象
と
し
た
外

国
語
活
動
（
英
語
）
の
授
業
を
約
20
時
間

増
や
し
、
35
時
間
に
し
ま
す
。

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
「
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
推
進
事
業
研
究
発
表
会
」
を
平
成

平
成
21
年
度
の
主
な
取
組

安
全
と
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
基
本
と
し
て

平
成
21
年
度
施
政
方
針

 

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
、
教
育
、
生
活
環
境
整
備
を
中
心
に

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
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情
報
化
社
会
に
お
け
る
本
町
の
地
域
情
報

化
施
策
推
進
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
国
の
地
域
情
報
通
信

基
盤
整
備
推
進
交
付
金
の
活
用
も
踏
ま

え
、
民
間
資
本
を
活
用
す
る
こ
と
が
適
切

と
判
断
し
、
民
間
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
会
社
が
町
内

に
設
立
す
る
新
会
社
に
対
し
て
出
資
を
行

い
ま
す
。

　

平

成
21

年

度

の

予

算

案

は
、

昨

年
の
全
会
計
予
算
総
額
と
比
較
し
、

１
億
９
９
万
５
千
円
の
減
、
マ
イ
ナ
ス

０
・
６
６
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
し
か
し
、

本
年
度
は
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
、

教
育
、
生
活
環
境
整
備
な
ど
総
じ
て
安
全
・

安
心
を
重
ん
じ
た
予
算
を
編
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
町
民
の
立

場
に
立
ち
、
行
財
政
改
革
を
引
き
続
き
強

力
に
推
進
し
、
希
望
と
活
力
に
満
ち
た
明

日
の
毛
呂
山
町
を
築
く
た
め
、
最
大
限
の

努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

20
年
１
月
30
日
に
福
祉
会
館
で
実
施
し
ま

し
た
。
各
校
と
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に

よ
る
動
画
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
様
ざ
ま

な
取
組
の
様
子
が
良
く
伝
わ
っ
て
く
る
発

表
会
で
し
た
。
参
加
し
た
保
護
者
の
皆
さ

ん
か
ら
も
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
励
み
と
し
て
、
さ
ら
に
、「
元

気
な
学
校
づ
く
り
」
を
通
じ
て
基
礎
学
力

日
本
一
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
の
維
持
管
理　
『
毛
呂
山
町
行

財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
』
に
基
づ
き
、
受

益
者
負
担
の
考
え
方
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

無
料
だ
っ
た
町
の
体
育
施
設
お
よ
び
町
立

小
中
学
校
の
体
育
施
設
を
４
月
１
日
の
使

用
か
ら
原
則
、
有
料
化
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
中
央
公
民
館
や
山
根
荘
な

ど
、
公
共
施
設
の
経
年
劣
化
に
よ
る
修
繕

箇
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
用
者
の
安
全

確
保
の
面
か
ら
も
順
次
、
修
繕
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

福
祉
関
係
事
業　
『
毛
呂
山
町
地
域
福
祉

計
画
』
が
平
成
21
年
度
末
で
終
了
す
る
た

め
、
評
価
・
検
討
を
行
い
、
平
成
22
年
度

を
初
年
度
と
す
る
『
第
２
次
毛
呂
山
町
地

域
福
祉
計
画
』
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
３
年
後
の
見
直

し
に
と
も
な
い
『
第
２
期
毛
呂
山
町
障
害

者
福
祉
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、

本
計
画
に
沿
っ
た
障
害
者
施
策
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

雇
用
対
策　

毛
呂
山
町
緊
急
雇
用
対
策
と

し
て
、
本
町
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
事

業
主
か
ら
解
雇
、
雇
い
止
め
お
よ
び
倒
産

に
よ
り
離
職
し
た
派
遣
労
働
者
な
ど
非
正

規
雇
用
労
働
者
を
対
象
に
、
短
期
的
で
す

が
役
場
臨
時
職
員
と
し
て
採
用
し
ま
す
。

都
市
計
画
事
業　

長
瀬
駅
前
野の

く

ぼ

久
保
線
整

備
事
業
に
と
も
な
う
自
由
通
路
と
あ
わ
せ

て
、
武
州
長
瀬
駅
の
「
橋
上
駅
舎
」
を
同

時
に
施
工
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
経
費
の
節

減
お
よ
び
駅
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
で
す
。
平
成
21
年
度
は
、
ま
ず

そ
の
た
め
の
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
道
整
備
で
は
、
新
飯
能
寄
居
線
に
乗

り
入
れ
る
長
瀬
地
内
、
町
道
第
３
７
３
９

号
路
線
の
工
事
を
県
の
施
工
に
あ
わ
せ
て

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
下
川
原
地
内
、
町

道
第
３
１
０
２
号
路
線
道
路
改
良
工
事
ほ

か
７
路
線
の
工
事
を
行
い
、
住
民
が
安
全

に
利
用
で
き
る
生
活
道
路
の
整
備
に
努
め

ま
す
。

町
界
町
名
地
番
整
理
事
業　

平
成
16
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
、
町
界
町
名
地
番
整

理
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
は
「
岩
井

東
」
・
「
平
山
」
地
区
５
３
・
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。

水
道
事
業　

町
民
の
皆
様
に
安
全
な
水
を

安
定
的
に
供
給
し
て
い
く
た
め
、
引
き
続

き
石
綿
管
更
新
事
業
を
始
め
と
し
た
配
水

管
施
設
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
情
報
化
施
策　

平
成
23
年
７
月
24
日

ま
で
に
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
完
全
移
行
を
念
頭
に
、
高
度
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平成21年度施政方針
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